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ナトリウム(Na)冷却高速炉における Na漏えい時の燃焼解析手法の高度化に向け，鉛直下方へ噴出させた液

体噴流が水平固体面に衝突する際の，液滴生成メカニズムおよび飛散液滴量相関式について検討した． 
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1. 緒言 Na冷却高速炉の冷却材が漏えい・燃焼する場合

の熱影響解析評価技術を高度化する上では，漏えい Naが

構造物等へ衝突し，液滴となって飛散する際の挙動を把握

することが重要となる．このため，ノズルより鉛直下方に

噴出させた液体噴流が水平固体面と衝突する事象につい

て，実験的検討を実施している[1,2]．本報では，液滴飛散

のメカニズム解明と液滴飛散量の相関式開発の結果を報

告する． 

2. 実験 試験流体に水を使用し，噴流の流動および液滴

の飛散状況を，高速度カメラを用いて観察した．また，噴

流が固体面に衝突した際に生じる液滴飛散量は，飛散液滴

を紙製のウエスに吸収させ，実験前後の重量変化より計測

した． 

3. 結果・考察 飛散液滴量は，「噴流の分裂により生じる

液隗の衝突頻度」及び「液隗のサイズと衝突速度に基づく

衝突Weber 数」の影響を強く受ける．液隗の衝突頻度は，

衝突高さ L が噴流の分裂開始距離 L1を越えると徐々に増

加し、分裂終了距離 L2 以上ではほぼ一定値となった．こ

のため，L1，L2及び L  L2における最大衝突頻度 fmaxを用

いて、L1 < L < L2の区間における衝突頻度 fを相関した．

図 1に示すように，誤差関数を用いて，よく整理できる

ことがわかる．次に，噴流の流量に対する飛散液滴量の比で定義される飛散率 Sp*は，衝突 Weber 数 Wep及

び fmaxで規格化した無次元衝突頻度 f /fmaxを用いてよく相関できることがわかった．図 2に示すように，飛散

率 Sp*に fmax/fを乗じた値は，Wepとともに徐々に増加するが，Wepが 1000程度以上となると増加が緩慢と

なり，60%程度が上限値となった．液滴飛散率は以下の式が示されている． 

𝑆𝑝∗ 
𝑓𝑚𝑎𝑥

𝑓
= min⁡(4.56 × 10−8 𝑊𝑒P

2.3, 0.075 𝑊𝑒P
0.25, 0.6) 

4. 結論 液体噴流が固体面に衝突するときの液滴生成メカニズムを検討した．検討結果に基づき，噴流が分

裂して生じる液隗の衝突Weber 数と衝突頻度を用いて，液滴飛散率の相関式を提案した．  
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図 2 飛散率の相関式 
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図 1 誤差関数による fのフィッティング 
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